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－１－ 

大和市民活動センター［拠点やまと］ 第５８号 ２０１２年５月１日発行 

2012

１ 

あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

3 回目となる「やまと子ども絵画大

賞」（笹倉鉄平版画ミュージアム主

催、神奈川新聞社後援） 

2011 年のテーマは「大切にしたい

景色、思い出」。市内の小中学生

から 259点の応募がありました。「あ

の手 この手」では４，５，６月号の

表紙に3回シリーズで大賞、最優秀

賞の作品を掲載。本号は2回目。 

最優秀賞の作品を紹介します。 

                 町浦ひなたさん(現在小学 2年生)からのメッセージ 

わたしは山にのぼることがすきです。きたアルプスの つばくろだけ（*）を

ちょうせんしました。とてもきつかったです。なんで、このえをかいたかと

いうと、ちょうじょうについて、テントをたて、かぞく4人でたべたおにぎ

りは、さいこうにおいしかったです。あと、ちょうじょうから見たけしきも、

やまびこもわすれられません。ことしもどこかの山をのぼりたいです。えを

かくことも大すきなので、これからもたくさんのえをかきたいです。 

 つばくろだけ（*）＝北アルプス燕岳（2763m） 

 

泉の森(大和市)の

水車小屋東側のウ

ッドデッキ付近で、

スイセンが  5月中

ごろにはきれいに

咲きます。 

参加してつながっていこう！  第 4回登録団体交流会 2012 みんなで企画、ただいま募集中 

日時 ： 7 月 1 日 (日) 13：00～16：00    場所 ： 大和市勤労福祉会館 

＊「あの手この手」は大和市民活動センター

のＨ.P.ではカラーでご覧になれます。 

 

絵：やまのてっぺんで(最優秀賞受賞作品) 

  町浦ひなた（大和市桜丘小学校 1年) 

＜送付の際、同封されているご案内＞ 

・第 52 回連続共育セミナー「茶OH！でチャオ！」（5/17(木)実施）のご案内 

・第４回登録団体交流会 2012のお知らせ（参加申込書含む） 

のお知らせ 

 



おはなし：石原啓子さん「ふくしの手全員集合」の一員 

水色の「茶 OH！」の旗を見たことありませんか？ 

地域の絆、居場所づくり、おしゃべりサロンの開催場所です。孤独

死防止を目的に活動しています。ひとりにならずに、外に出て、み

んなで話そう、みんな待っていることを体感できます。 

 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
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協働事業等提案制度・市民活動推進補助金制度の提案・申請が始まっています 

・・・既に「あの手この手」４月号にて案内しています。今号は前号に続いて２回目です・・・ 

「広報やまと」４/１号に提案募集の案内があります 

市民活動の日頃の想いを具体化させましょう。先ずは、相談してみましょう 

「センター」は応援します 

募集要領・申請書類は市民活動課、市民活動センターで配布するほか、市の H.P.からダウンロードできます 

５月１５日(火)までに市民活動課へ直接持参   問合せ：市民活動課 TEL：046－260－5103 

☆☆☆☆☆平成 23 年度を振り返って両制度の報告会と平成 24年度の両制度の説明会☆☆☆☆☆ 

4/25(水)、勤労福祉会館で開催されました 

  ＜協働事業等提案制度＞                 ＜市民活動推進補助金制度＞ 

～～～報告された両制度の事業は大和市ホームページに 5月上旬掲載されます～～～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆協働事業等提案制度のこれからの予定☆☆ 

・6 月 10 日（日）協働事業等提案発表会 

・7 月  8 日（日）協働事業等提案意見交換会 

＊両日とも：勤労福祉会館 午後 1時～(予定) 

・8月 下旬  提案に対する検討結果報告会 

・協定書の締結⇒事業の実施 

・平成 25年 4月  事業報告会の開催 

☆市民活動推進補助金制度のこれからの予定☆ 

・6 月 3 日（日）午後２時～勤労福祉会館 

       市民活動推進補助金公開選考会 

＊選考結果は当日発表されます。 

・6月に補助金交付申請書提出、交付決定通知 

・7月初旬に補助金交付、事業終了後・実績報告 

 書等提出、平成 25 年 4月  事業報告会 

 

「センター」での相談日 5 月 9 日（水）午後2時～6時 

市民活動課スタッフも参加します 

－2－ 

＊「あの手この手」は大和市民活動センター
のＨ.P.ではカラーでご覧になれます。 

 

第 52 回連続共育セミナー 

「茶 OH！」でチャオ！ 

～協働事業「ふくしの手 全員集合」って？～ 

とき：5 月 17（木）14：00～16：00 

ところ：大和市民活動センター会議室 

 

 

 

こんなに子どもたちに人気のツ

リーガーデンが、市からの継続

提案がないのはなぜ？ 

発表の時間が短かい割に

は、どの団体もしっかり報

告してたね。 

こんなに多様な協働事

業が展開されてたなん

て… うれしいね。 

大和の補助金事業は市民活

動の助けになるね。 

電子書籍ができたら、学校の社

会科の授業で活用されるといい

ね。電子黒板の出番ですよ～。 

 

酒まんじゅうの DVD の始め

に、北大和小学校の校歌を

入れたのがよかったね。 



 
毎月、情報を紙でお届け 

「あの手この手」 
 

      あの手この手」の表紙を2010.11月号、2011.1月号、3月号 

       に掲載の金子寿さん（障害を負い手足が動かず口に絵 

        筆をくわえて詩画を描く）の絵画展「命の水を詩画に」を

観にいきました。四季おりおりの庭の花々や道端に咲く野草などを、

じっくり観察して繊細に描く絵と心温まる詩で描かれた作品が一杯で

した。（S．S） 

FM やまと７７．７MHｚに 

生番組出演できます 

第1・3・5火曜日9：00～10：00「朝ラジ☆ホ

ッとスクランブル」大和市民活動センター

だより 『やまとっこ☆みつけた』 にオン

エア中・・・延 154 回 (2007．12～

2012．4)の出演実績。 

 

 

 

「センター」はあらゆる市民活動を推進・応援・共育する施設・情報の受発信基地です 

 

「センター」ホームぺージ 
情報は、いつも新鮮 
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タイムリーに注目情報を 

屋内外の掲示板に掲示 
 

4 月 17 日(火)曇りのち雨 

隔週の水曜日にフリースペースでＰ

Ｃ学習をしていた 83 歳の山下さん

(「あの手この手」2012．3月号で紹介

記事)の息子さんが来館。13日（金）

お花見をした夜に急性心不全でお

亡くなりになったとのこと。11 日(水)

も「センター」で元気に学習されて

いたのに。ご冥福をお祈りします。 

 

 

 

 
－3－ 

＊「あの手この手」は大和市民活動センター
のＨ.P.ではカラーでご覧になれます。 
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ＦＦＭＭややままとと    
7777..77  ＭＭＨＨｚｚ  

   

第第 11..33..55((火火))生生放放送送  
99::0000  ⇒⇒1100：：0000  

 

朝ラジ☆ホッとスクランブル 

大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた 』   

 

 やまとっこ 
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 やまとっこ☆みつけ 
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タイの空に泳ぐ鯉のぼりを見ながら

「空で迷っているみたい」「ヤシと干

物に見えない？」「スコールで逃げち

ゃう～」鯉のぼりは新緑清々しい日本

に限る。（望月則男） 

 

 

 

 

 

                        

テーマ： 

 あなたにとって「こいのぼり」とは？ 

第 153 回 4/3 (火) 

～人が資源なのです～ 

＜拠点やまと(大和市民活動センター)＞ 

 

協働事業で運営している「センター」

が一番大事にしていることは「人と人

をつなげて活動を広げていく」こと。

キーワードは共育（ともいく）、と会長

の関根さん。今までは出演する人た

ちのサポートをしてきたスタッフの櫻

井さんが、ボランティア活動を通じて

明るく積極的になった高校生の話を

披露。いろいろなボランティアをやっ

てみて、自分が一番楽しい、続けら

れそうだというものをみつけてやって

いってほしいと、話されました。 

 

－４－ 

 

「あの手 この手」 第 58 号  発行日・2012 年 5 月 1 日       発行・大和市民活動センター 拠点やまと 
 
大和市民活動センター ＜開館・月～土 ９：００～１８：００＞   TEL：046-260-2586   FAX：046-205-5788  
〒242-００21 大和市中央 1 – 5 - 1                       e-mail：yamato@ar.wakwak.com 

http://www.kyodounokyoten.com/   

待ち望んでいた男の子が生まれた家

に巨大なこいのぼりがいつも屋根に

寝ていた。子どもたちが大声で「屋根

より低いこいのぼり」とうたって通り過

ぎた。（小杉皓男） 

 

布を染めて 1 匹づつ、おとうさん、お 

かあさん、それぞれの子どもの名前を

書いたこいのぼりが 5 匹。吹き流し、 

矢車までも手作りした、夫と私の大切

で懐かしい思い出。（石川美恵子） 

 

 

 

 

 

                        

長男の誕生に「元気で健やかに育つように」

と願って鯉のぼりを贈ってくれた人々がひと

りまたひとり亡くなっていくことが寂しく思いま

す。（櫻井貞代） 

 

 

 

 

 

 

 

                        

近所の大和小学校では毎年校庭に

ながーく数えきれない鯉のぼり悠々

泳ぐ。たくさんの人からの寄付という。

地域の楽しみごとのひとつになってい

る。（村山真弓） 
 
 

＜＜６０字未満＞＞ 

 

 

 

 

 

 

 

                        

鯉のぼりを見るととてものどかな気分になる。

鯉を空に泳がせようと考えたのは誰なんだろ

う…？と毎年思う。（中山みゆき） 

 

 

 

 

 

 

 

                        

中国の故事「鯉が龍になる」にならい、

子どもの出世を願う鯉のぼり。アパート

1 室の小さなものから河川敷の 100ｍ

のものまで。願いはひとつ、子どもへ

の愛。（浅見正明） 

 
 

（      ） 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが小さい頃は高田橋(相模川)

のこいのぼりを毎年見に行きました。

抜け道の崖っぷち急坂！車１台がや

っと。子供達とキャーキャー言いなが

ら通ったものでした。（関根孝子） 

 
 

 

 

 

 

 

                        

第 154 回 4/17 (火) 

～あいさつはチャオ！～ 

＜福祉の手 全員集合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「茶 OH !」というのはお茶飲み会。湘

南ブルーの「茶 OH !」の旗が立って

いたら、そこには誰が来てもいいんで

す。地域にいる「世話焼きさん」を巻

き込んで一つ一つ地図に落としてい

くところから「茶OH !」は始まりました。 

「温かくて、優しくて、楽しい地域にな

ればいいな」という夢が「茶 OH!」を通

して実現していくと思っています。 

 

   5/17(木)連続共育セミナーでは 

   「茶 OH!」を実践します。 

 

「鯉昇り」はポールに縦に並べるものと思って

いたら、観光地ではロープを張って横に並べ

たものばかり。どうやって「昇る」のかなあ～？

と思う。（弘中健一） 

 

 

 

 

 

 

 

                        

＜これからの出演団体＞ 

 

５月 1 日（火）第 155 回 

＜ドラマティックカンパニー 

     Yamato50＞ 
 
YAMATOイラストデザインコンペ

および同コンペ入賞作品展示会

を開催し、入賞作品を市の事業

などに活用する取り組みを実施

しています。 
 
５月１５日（火）第 156 回 

＜NPO 法人ピコピコ＞ 
 
「みんなおいでよ！ほっと＋カフ

ェ～カフェで始まる子どもと子育

て～応援事業。子育てに悩んで

いる人への情報発信および居場

所の提供をしています。 
 

５月２９日（火）第 157 回 

＜パン工房 麦の香り＞ 
 

障害をもつ一人ひとりに働く場

を！収入を！やりがいを！をモ

ットーにパンを作って販売してい

ます。 

これが 

「茶 OH！」 

の旗です 



大和市民活動センター[拠点やまと]が制作発行する 

             月刊広報紙「あの手 この手」。 

2012 年５月号（第５８号）をお届けします。 

 

 

 野っぱらでカラスが鳴くまで思う存分あそび、腹ペコになって家に帰る。それが「あそぶ」と

いうやつだったなあと、「子どものあそび」について、自分の 60 年も前のことを最近いろいろ思

い出していたら、昨日 4/28付け毎日新聞夕刊の記事に以下のような「子どものあそび」のことが

載っていたのを見つけました。 

福島県郡山市の幼稚園では屋内に 12 ㎡の砂場をつくったとありました。「放射線量が高いので

外であそばせてほしくない」という保護者の声に、「運動不足が心配で園児には廊下を走らせてい

る」という副園長さん。今度は屋内に砂場をつくった。砂場の砂 2.7 トンは安全を確認したオー

ストラリアから輸入したものとか。 

もうひとつ、福島県のある村立小学校の教頭先生が日本スポーツ教育学会で報告した例です。

校庭は東電福島第１原発の事故で使用は時間制限になり、体育館は避難所として長期間使えなか

った。東日本大震災から 5 ヵ月ぶりに体育館で「鬼ごっこ」をしたら、顔と顔をぶつける子ども

たちがいたといいます。「目の前に迫った相手との距離感がつかめず、かわすことができなくなっ

ていたのです」と。（毎日新聞「発信箱」2011/11/17） 

 

「なんとか子どもたちに身体を動かすあそびをさせたい」。 

子どもたちの未来を案じる現場の先生方、現場のスタッフの必死な思い、工夫を重ね、試行錯

誤しながら頑張っている姿が伝わってきます。 

 

「野っぱらであそぶ」。 

今やこれ、「ぜいたくなあそびの範囲」になってしまったのでしょうか。 

木々の緑、風のそよぎ、野鳥や虫の鳴き声、四季が見せる変化の姿などを知らず知らずのうち

に知覚する。こうした光と風と水と土のなかで、時には怪我や取っ組み合いの喧嘩など、手痛い

経験をしながら、私も「あそび」の技術や掟（おきて）までをも「野っぱら」で群れてあそぶこ

とで仲間から獲得してきたように思います。 

  記・小杉皓男[拠点やまと]広報係 2012/04/29 

 

 

 

 

 

 

 

 

           イラスト・望月則男 


